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今週のキーワード

PROTAC/ADC新時代
分解誘導剤が承認、AI創薬とDDSも進化

17
件

記事数

7
カ国

対象国

183.2
億ドル

GLP-1市場

2
億本

MN針数

今週の全17記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
東科大とFRONTEO
AI創薬

産学連携
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

東京科学大学とFRONTEOがAI「KIBIT」を活用した
創薬共同研究拠点を設立し、がん治療薬開発の効率化
を目指す。

#02
コスメディ製薬
溶けるMN

新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●

コスメディ製薬が2億本の溶けるマイクロニードル搭
載ブースターを発売。DDS技術で美容成分の皮膚深部
浸透を革新。

#03 LNP免疫応答性最適化 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●

大阪大学がLNPの免疫応答と反応原性に関するレビュ
ーを発表。mRNAワクチン以外の核酸治療薬開発への
応用を示唆。

#04 中国ADC QLS5132 臨床試験
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

中国発の抗CLDN6 ADC「QLS5132」がプラチナ抵抗
性卵巣がんで良好な有効性と低毒性を示し、AACRで
発表。

#05 OpenAI GPT-Rosalind 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

OpenAIが生命科学・創薬特化AI「GPT-Rosalind」を
発表。ゲノム解析やタンパク質設計を数日で実行し、
製薬R&D;を革新。

#06
UCLA分子プローブSE
E-CITE

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●

UCLA主導の国際研究チームが新分子プローブ「SEE-
CITE」を開発。薬物とタンパク質の結合メカニズム解
明を大幅に向上。

#07
抗がん剤パイプライン
ADC

市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

グローバル製薬企業がADC技術を抗がん剤パイプライ
ンの最重要分野と位置付け、第一三共エンハーツがブ
ームを牽引。

#08
PROTAC薬VEPPANU
FDA承認

新薬承認
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

ArvinasとPfizerのPROTAC薬VEPPANUが初のFDA承
認。ESR1変異乳がん治療に新たなモダリティを提供
。

#09 PROTAC創薬技術動向 技術レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

2026年版PROTAC創薬レポートがE3リガーゼ、AI設
計、RiboPROTACの進展を分析。中国の特許活動も活
発。

#10
VLP発現mRNAワクチ
ン

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

ウイルス様粒子を発現する二価mRNAブースターワク
チンが、事前免疫マウスで強力なRBD抗体を誘導する
効果を示す。

#11 GLP-1市場レポート 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

GLP-1受容体作動薬市場は2030年までに183.2億ドル
に成長予測。肥満有病率増加と新規製剤が牽引。

#12 GLP-1腫瘍学適応 市場トレ
ンド

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

GLP-1市場は2025年に1320億ドルに達し、経口製剤
やトリプルGアゴニストが牽引。腫瘍学への適応拡大
も示唆。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
大鵬薬品
ADC「ARC-02」

臨床試験
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

大鵬薬品がスイスのアラリス買収で獲得した独自リン
カー技術によるCD79b標的ADC「ARC-02」のP1試験
を開始。

#14 Celltrion ADC臨床開始 臨床試験
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

韓国Celltrionが自社開発抗がんADC3種の臨床試験を
開始。一部はFDA迅速承認審査指定を受け、多重抗体
薬も追随。

#15 核酸DDS研究開発動向 技術レポ
ート

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

アスタミューゼが核酸DDSの研究開発動向を分析。L
NPの重要性やアクティブターゲティング手法に焦点を
当てる。

#16 分解誘導剤会議動向 会議レポ
ート

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

ドラッグディスカバリー・ケミストリー会議でPROTA
Csや分子糊の最新動向が紹介され、undruggable
targetsへのアプローチが議論。

#17 FDA GLP-1規制強化 規制動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
米FDAがGLP-1受容体作動薬の調製薬を503B施設の
一括調製リストから恒久的に除外する規則案を発表。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PROTAC薬のFDA承認は、自社の創薬戦略を変えるか？
初のPROTAC薬VEPPANUがFDA承認され、標的タンパク質分解という新モダリティが確立されました。既存の低分子薬
や抗体薬では困難だった標的へのアプローチが可能となり、自社のR&D;ポートフォリオやドラッグデザインの前提を根本
から見直す時期に来ているのではないでしょうか。

❷ AI創薬の進化は、R&D;部門の人材とワークフローをどう変えるか？
OpenAIのGPT-Rosalindのような専門特化型AIは、ゲノム解析やタンパク質設計を数日で実行し、創薬プロセスを劇的に
効率化します。日本の大学もAI創薬拠点を設立しており、自社のR&D;部門はAIを使いこなせる人材を育成・採用し、AI
と連携する新たなワークフローを構築できていますか？

❸ GLP-1市場の拡大と規制強化は、サプライチェーンに影響するか？
GLP-1受容体作動薬市場は2030年に183.2億ドル規模に成長し、腫瘍学への適応拡大も示唆されています。一方で、米FD
Aは調製薬の規制を強化し、市場からの恒久的な排除を提案。この市場の急成長と規制強化は、原料調達や製造、流通を
含むサプライチェーンにどのような影響を与え、自社は対応可能でしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PROTAC承認DDS新製品

AI創薬
ADC活況

GLP-1市場

GLP-1規制

分子プローブ
核酸DDS

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PROTAC承認 注意 新規モダリティ参入 既存薬の陳腐化リスク

● DDS新製品 機会大 DDS技術の応用拡大 —

● AI創薬 注意 R&D;効率化/コスト減 AI導入競争激化

● ADC活況 注意 がん治療薬開発加速 開発競争激化/差別化

● GLP-1市場 注意 新規適応症開拓 競争激化/規制強化

● GLP-1規制 脅威大 — サプライチェーン影響

● 分子プローブ 機会大 創薬研究の精度向上 —
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● 核酸DDS 機会大 次世代医薬基盤技術 —
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深掘り ① ― 初のPROTAC薬FDA承認：新モダリティの確立
#08 | 2026/05/01 | Arvinas, Inc. | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

ArvinasとPfizerが開発したPROTAC薬VEPPANUが、ESR1変異ER+/HER2-進行乳がん治療薬として米国FDAの承認を
獲得しました。これは標的タンパク質分解誘導剤（PROTAC）として世界初のFDA承認であり、創薬の歴史において新
たな治療モダリティの幕開けを告げる画期的な出来事です。VEPPANUは、細胞の自然なタンパク質分解メカニズムを
利用し、がん細胞の増殖に関わる特定のタンパク質を分解することで作用します。

この承認は、これまで「治療困難（undruggable）」とされてきたタンパク質にもアプローチできるPROTAC技術の臨
床的有用性を明確に確立しました。従来の低分子薬がタンパク質の機能を阻害するのに対し、PROTACはタンパク質そ
のものを細胞内から除去するという根本的に異なるメカニズムを持つため、がんだけでなく神経変性疾患や自己免疫疾
患など幅広い疾患領域での応用が期待されます。

▶ シニアアナリストの視点

PROTACのFDA承認は、創薬のパラダイムシフトを意味します。VEPPANUはESR1変異乳がんという特
定の患者群に限定されますが、この成功はPROTAC技術全体の信頼性を高め、今後の開発競争を加速さ
せるでしょう。日本企業にとっては、【機会】として、この新モダリティへの参入、特にE3リガーゼや
リンカー技術、AIを活用した分子設計における材料・素材メーカーとしての貢献が考えられます。一方
で、【脅威】としては、既存の低分子薬や抗体薬の開発戦略が陳腐化するリスクがあり、迅速な技術導
入とR&D;戦略の見直しが求められます。特に、PROTACは低分子と抗体の両方の要素を持つため、両分
野の技術融合が不可欠です。今後は、より広範な標的に対するPROTACの開発や、経口投与可能なPRO
TAC、さらにはRiboPROTACのような次世代技術への投資が重要となるでしょう。

深掘り ② ― 国産DDS技術の革新：溶けるマイクロニードル製品化
#02 | 2026/04/27 | コスメディ製薬株式会社 / PR TIMES | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●●
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●●

コスメディ製薬が、2億本もの「溶けるマイクロニードル」を搭載したブースター製品を発売しました。この技術は、
従来の化粧品成分の皮膚浸透の限界を克服し、有効成分を深部まで効率的に届けることを可能にします。生体適合性の
高い素材で形成されたマイクロニードルが皮膚内で溶解するため、刺激が少なく、成分放出後は自然に吸収される点が
特徴です。

この「世界初」と謳われる技術は、美容成分の薬物送達システム（DDS）を革新し、スキンケア分野に新たな変革をも
たらすことが期待されます。化粧品分野だけでなく、医療分野における局所的な薬剤送達システム（ワクチン接種、糖
尿病管理、皮膚疾患治療など）への応用可能性も秘めており、DDS技術の進化がヘルスケア全体に与える潜在的な影響
を示す好例と言えます。

▶ シニアアナリストの視点

コスメディ製薬の溶けるマイクロニードル技術は、DDS分野における日本の強みを示すものです。2億
本という高密度化は、浸透効率の向上に大きく寄与するでしょう。ただし、プレスリリースであるため
、具体的な浸透深度や有効成分の生体内動態に関する定量データが不足しています。実用化に向けた未
解決課題としては、多様な有効成分への適用性、製造コストの最適化、長期安定性の確保が挙げられま
す。日本企業にとっては、【機会】として、このDDSプラットフォームを医薬品や再生医療分野に応用
することで、新たな製品カテゴリを創出できる可能性があります。特に、高分子・樹脂メーカーは、生
体適合性・溶解性・強度を両立する新素材開発で貢献できるでしょう。一方で、【脅威】は小さいです
が、海外競合による類似技術の追随や、より低コストな製造技術の登場には注意が必要です。
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深掘り ③ ― 創薬研究を加速する新分子プローブ技術「SEE-CITE」
#06 | 2026/04/28 | UCLA Newsroom | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

UCLA主導の国際共同研究チームが、薬物を含む低分子がタンパク質に結合するメカニズムを解明する新技術「SEE-CI
TE」を開発しました。これは既存の光架橋法を改良したもので、異なる分子がタンパク質結合部位をどのように競合す
るかを直接比較できる、クリーンで一貫した化学シグネチャを提供します。薬物と標的の正確な結合位置を特定する能
力は、ドラッグデザインの精度を飛躍的に高める点で重要な進歩です。

研究チームは、がん治療薬であるダサチニブとアシニミブを解析し、既知の相互作用に加え、新たな結合部位や相互作
用を明らかにしました。この研究には日本の第一三共も参加しており、最先端の創薬研究における国際協力の重要性を
示しています。SEE-CITEは、既存薬の新たな作用機序解明や、より効果的な派生薬の開発に繋がる可能性があります
。

▶ シニアアナリストの視点

SEE-CITE技術は、薬物と標的タンパク質の相互作用解析において、従来の技術では困難だった高精度
な情報を提供する点で画期的です。特に、複数の分子が競合する複雑な結合様式を解明できる点は、多
機能性薬剤や副作用のメカニズム解明に貢献するでしょう。ただし、この技術はまだ基礎研究段階であ
り、ハイスループットスクリーニングへの適用性や、生体内の複雑な環境下での再現性には未解決課題
が残ります。日本企業にとっては、【機会】として、第一三共が参画しているように、この技術を早期
に導入・活用することで、自社の創薬パイプラインの効率と成功率を高めることができます。特に、リ
ード化合物の最適化やオフターゲット効果の予測において、この技術は強力なツールとなり得ます。一
方で、【脅威】としては、この種の先端解析技術への投資が遅れると、グローバルな創薬競争で後れを
取る可能性があります。

その他の注目記事
東京科学大学とFRONTEOがAI創薬の共同研究拠点を設立：がん治療薬開発を加速
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

日本の大学とAI企業による共同研究は、AI創薬の国内エコシステム構築に貢献。AIによる仮説生成と実験検証の反復サ
イクルはR&D;効率化の鍵となる。

OpenAIのGPT-Rosalind：AI創薬と製薬企業戦略を革新する専門特化型AI
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

生命科学・創薬特化AIの登場は、製薬企業のR&D;ワークフローを根本から変革する可能性。AlphaFold
3との補完関係も注目され、AI導入は必須戦略となる。

グローバル製薬企業が注目する抗がん剤パイプラインのトップ5：ADC技術が主導
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

第一三共のエンハーツ成功が牽引するADCブームは継続。プラットフォーム技術の拡張性、提携戦略、バイオマーカー
戦略が成功の鍵であり、日本企業も注力すべき分野。

大鵬薬品、買収したアラリス由来のCD79b標的ADC「ARC-02」の非ホジキンリンパ腫P1試験を開始
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

大鵬薬品によるADC開発は、日本の製薬企業が先進技術を取り込み、腫瘍学パイプラインを強化する動きを示す。独自
リンカー技術の有効性に注目。

米FDA、GLP-1受容体作動薬の調製薬規制を強化し、市場からの恒久的な排除を提案
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
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GLP-1市場の急成長に伴うFDAの調製薬規制強化は、ブランド薬メーカーの市場優位性を確立する一方、供給不足時の
患者アクセスやサプライチェーンに影響を与える可能性がある。



創薬・DDS Weekly Intelligence Report | 2026-05-02 | Page 8

今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】PROTAC薬VEPPANUの作用機序と臨床データを詳細に分析し、自社パイプラインへの応用可能性を
検討。

• 【経営企画】AI創薬ツール（GPT-Rosalind等）の導入可能性を評価し、R&D;部門との連携体制を構築。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】溶けるマイクロニードル技術のDDSとしての応用範囲を調査し、自社製品への導入可能性を検討。

• 【調達】GLP-1関連市場の動向（規制強化、新規承認）を注視し、サプライチェーンへの影響を評価。

• 【R&D;】ADC技術の最新動向（リンカー、ペイロード、標的抗原）をベンチマークし、自社開発戦略に反映。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】核酸DDS（LNP、アクティブターゲティング）の基礎研究動向を継続的にモニタリングし、次世代医
薬開発の基盤技術として投資戦略を策定。

• 【経営企画】AI創薬によるR&D;効率化を見据え、中長期的な人材戦略（AI専門家育成・採用）を立案。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-02
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東京科学大学とFRONTEOがAI創薬の共同研究拠点を設
立：がん治療薬開発を加速

概要

東京科学大学とFRONTEOは、AIを活用した創薬研究を推進するため、共同研究拠点を
設立しました。FRONTEO独自のAI「KIBIT」によるデータ解析と東京科学大学の実験技
術を組み合わせ、がん治療薬などの新薬候補となる標的分子を効率的に発見する体制

を構築します。この取り組みは、創薬プロセスの期間とコストを大幅に削減し、AIが
日本の医薬品開発に与える影響と産学連携の重要性を示しています。AIが生成した仮
説を実験で迅速に検証し、その結果をAIにフィードバックする反復サイクルを確立す

ることで、開発効率の劇的な向上を目指します。

公開日 2026年04月28日  ビジネス+IT  日本



詳細

背景と連携の目的

東京科学大学と株式会社FRONTEOは、先進的なAI技術を活用した創薬研究の加速を目
指し、共同研究拠点を設立しました。この連携は、FRONTEOが開発した独自のAI
「KIBIT」のデータ解析能力と、東京科学大学が持つ豊富な生命科学分野の実験技術およ
び知識を融合させることを目的としています。伝統的な創薬プロセスが直面する高コス
トと長期化という課題に対し、AIの導入が新たな解決策をもたらすと期待されていま
す。

AI「KIBIT」と研究アプローチ

FRONTEOのAI「KIBIT」は、大量の科学論文や研究データから関連性の高い情報を抽出
し、疾患の潜在的な標的分子を特定する能力に優れています。これにより、従来は専門
家が手作業で行っていた仮説構築のプロセスを大幅に効率化し、新たな作用メカニズム
の可能性を迅速に提示することが可能になります。AIが生成したこれらの仮説は、東京
科学大学の研究チームによって細胞モデルや生体モデルを用いた実験で検証されます。
この実験結果は再びAIシステムにフィードバックされ、仮説の精度向上と次の実験ステ
ップの設計に活用されることで、発見から検証までの反復サイクルが強力に推進されま
す。

期待される影響と展望

この産学連携は、特にがん治療薬をはじめとする医薬品開発において、画期的な効率化
と期間短縮をもたらす可能性を秘めています。AIによるデータ駆動型アプローチとウェ
ットラボでの実験検証の融合は、創薬研究におけるボトルネックを解消し、これまで見
過ごされてきた新たな治療標的の発見にも繋がるでしょう。日本の製薬業界全体にとっ
ても、このような先進技術の導入は国際競争力の強化に不可欠であり、未だ満たされて
いない医療ニーズ（アンメットメディカルニーズ）への対応を加速する上で重要な意義
を持ちます。この共同研究拠点は、AI創薬の分野における日本のプレゼンスを高め、将
来的な医薬品開発のモデルケースとなることが期待されます。

元記事: https://www.sbbit.jp/article/cont1/185235

https://www.sbbit.jp/article/cont1/185235


収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



コスメディ製薬、皮膚浸透を革新する「溶けるマイクロニ
ードル」搭載ブースターを発売

概要

コスメディ製薬株式会社は、2億本の溶けるマイクロニードルを搭載した画期的なブー
スター製品を発表しました。この世界初の技術は、従来の化粧品成分の皮膚浸透の限
界を克服し、有効成分を深部まで効率的に届けることを可能にします。一時的な微細

な経路を皮膚に作り出すことで、美容成分の薬物送達システム（DDS）を革新し、健
康とウェルネスの向上に貢献します。この新製品は、これまでの外用剤の概念を超
え、スキンケア分野に新たな変革をもたらすことが期待されます。

公開日 2026年04月27日  コスメディ製薬株式会社 / PR TIMES  日本



詳細

革新的なマイクロニードル技術の導入

コスメディ製薬株式会社は、2億本もの「溶けるマイクロニードル」を搭載したブース
ター製品の発売を発表しました。この画期的な技術は、従来の化粧品や外用薬における
皮膚浸透の限界を打破することを目指しています。マイクロニードル技術は、微細な針
が皮膚の角質層を一時的に通過する際に、肉眼では見えないほどの小さなチャネルを形
成することで、有効成分を皮膚深部へと効率的に送達する薬物送達システム（DDS）の
一種です。これにより、これまで到達が困難だったターゲット層への成分供給が可能と
なり、美容効果や治療効果の最大化が期待されます。

「世界初」の技術と製品の特徴

同社が「世界初」と謳うこの溶けるマイクロニードル技術は、特にその安全性と利便性
に焦点を当てています。一般的なマイクロニードル製品では針が残存するリスクや使用
後の廃棄に課題があるのに対し、本技術では生体適合性の高い素材で形成されたマイク
ロニードルが皮膚内で溶解するため、刺激が少なく、成分を放出後は自然に吸収されま
す。2億本という圧倒的な数のマイクロニードルが均一に活性成分を皮膚に届けること
で、従来の塗布型スキンケア製品では得られなかったレベルの浸透力と効果を実現しま
す。これは、有効成分が角質層のバリアを乗り越え、より深い層で作用する可能性を大
きく広げるものです。

スキンケアとDDS分野への影響

このブースター製品の登場は、スキンケア業界に新たなパラダイムシフトをもたらすと
考えられます。美容成分の経皮吸収を飛躍的に向上させるDDSとしての機能は、アンチ
エイジング、保湿、美白といった様々なスキンケアニーズに対し、より根本的かつ効果
的なアプローチを提供します。さらに、この技術は化粧品分野だけでなく、医療分野に
おける局所的な薬剤送達システムへの応用可能性も秘めています。例えば、ワクチン接
種、糖尿病管理（インスリン送達）、皮膚疾患治療など、幅広い領域での発展が期待さ
れます。コスメディ製薬のこのイノベーションは、DDS技術の進化がヘルスケア全体に
与える潜在的な影響を示す好例と言えるでしょう。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000780.000007141.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000780.000007141.html
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脂質ナノ粒子（LNP）の免疫応答性最適化とワクチンの反
応原性に関するレビュー

概要

大阪大学の研究者らが共同執筆したこのレビュー記事は、脂質ナノ粒子（LNP）が自
然免疫応答と炎症反応にどのように影響するかについての最新の知見をまとめていま
す。LNPベースのワクチン製剤の免疫補助作用と反応原性の関係を探求し、RNA送達

の有効性を高めつつ副作用を最小限に抑えるためのLNP組成の最適化が重要であるこ
とを強調しています。この研究は、mRNAワクチン以外の核酸治療薬開発にも応用可
能なLNPメカニズムの理解を深めることを目指しています。

公開日 2026年04月27日  PubMed (Curr Opin Virol)  日本



詳細

背景とLNP技術の重要性

脂質ナノ粒子（LNP）は、mRNAワクチンにおいてその効果と安全性に不可欠な役割を
果たしてきました。しかし、LNPがどのようにして生体内で免疫応答を誘導し、時に反
応原性（副作用）を引き起こすのかについては、まだ多くの未解明な点があります。特
に、LNPの組成が宿主の自然免疫系に与える影響は、次世代の核酸医薬の開発において
極めて重要な要素となります。このレビュー記事は、大阪大学の研究者らが主導し、こ
の分野における最新の進展を詳細に分析しています。

免疫応答と反応原性の解明

記事では、LNPの特性（例：脂質の種類、電荷、サイズ）が、Toll様受容体（TLR）など
のパターン認識受容体を通じてどのように自然免疫細胞を活性化し、炎症性サイトカイ
ンの産生を誘導するのかについて深く掘り下げています。この免疫活性化は、ワクチン
のアジュバント（免疫増強剤）としてのLNPの機能に寄与する一方で、発熱や局所的な
炎症といった反応原性の原因ともなり得ます。研究者たちは、LNPの組成を微調整する
ことで、アジュバント効果を最大化しつつ、不必要な炎症反応を抑制するバランスを見
つけることの重要性を指摘しています。

次世代核酸治療への応用と展望

LNPが免疫応答に与える影響に関する理解は、現在のmRNAワクチンだけでなく、幅広
い核酸治療薬の開発に直結します。例えば、がん免疫療法や遺伝子治療において、特定
の細胞に核酸を正確に送達し、かつ適切な免疫応答を誘導するLNPの開発が求められて
います。本レビューは、LNPの設計原則に関する深い洞察を提供することで、より安全
で効果的な核酸デリバリーシステムの創出に貢献するものです。将来的には、LNP技術
の最適化が、個別化医療の進展や、これまで治療が困難であった疾患に対する新たな治
療法の開発を加速させることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



中国発の抗CLDN6抗体薬物複合体、プラチナ抵抗性卵巣
がんに良好な有効性と低毒性を示す

概要

中国浙江省がん病院のTao Zhu医師が、AACR 2026でCLDN6を標的とする抗体薬物複合
体（ADC）QLS5132の有望な臨床データを発表しました。このADCは、進行プラチナ
抵抗性卵巣がん患者に対し、顕著な抗腫瘍活性と低い毒性を示しました。QLS5132

は、がん組織で高発現するCLDN6を特異的に狙い、トポイソメラーゼ-1阻害剤を運搬
する設計です。これは、予後不良で治療選択肢が限られている患者にとって、新たな
治療の可能性を開くものです。

公開日 2026年04月28日  Audio Medica  中国



詳細

進行卵巣がんにおける新たな治療アプローチ

進行プラチナ抵抗性卵巣がんは、限られた治療選択肢と不良な予後が課題となる難治性
がんです。この分野で、中国の浙江省がん病院のTao Zhu医師が、2026年の米国がん学
会（AACR）年次総会において、新たな抗体薬物複合体（ADC）QLS5132に関する注目
すべき臨床データを発表しました。この発表は、この分野における画期的な進展を示唆
するものであり、多くの患者に新たな希望をもたらす可能性があります。

QLS5132の作用機序と有効性

QLS5132は、細胞膜貫通タンパク質であるクローディン6（CLDN6）を標的とするよう
に設計されたADCです。CLDN6は、卵巣がんを含む特定のがん組織において高レベルで
発現する一方で、健康な組織での発現は最小限であるため、がん細胞に対する特異的な
標的として理想的です。QLS5132は、ヒト化抗CLDN6抗体に強力なトポイソメラーゼ-1
阻害剤ペイロードが結合した構造を持ちます。この設計により、抗体はCLDN6を発現す
るがん細胞に特異的に結合し、細胞内に取り込まれた後にペイロードが放出され、がん
細胞のDNA複製を阻害してアポトーシスを誘導します。臨床試験では、進行プラチナ抵
抗性卵巣がん患者において「顕著な抗腫瘍活性」と同時に「低い毒性」が確認され、そ
の有効性と安全性のバランスが強調されました。

アンメットメディカルニーズへの貢献と展望

QLS5132の良好な臨床結果は、既存治療に抵抗性を示す卵巣がん患者にとって、極めて
重要な意味を持ちます。従来の化学療法や分子標的薬では効果が限定的であった患者に
対して、ADCという精密な薬物送達システムが、副作用を抑えつつ効果的な治療選択肢
を提供する可能性を示しました。この研究は、ADC技術が今後もがん治療の最前線を押
し進める主要なモダリティの一つであることを再確認させるものです。さらなる大規模
臨床試験を経て承認されれば、QLS5132は進行プラチナ抵抗性卵巣がんの治療パラダイ
ムを大きく変革し、患者の生命予後とQOLの改善に貢献することが期待されます。中国
の研究機関からのこのような成果は、世界の創薬イノベーションにおけるアジア地域の
存在感の高まりも示しています。

元記事: #
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OpenAIのGPT-Rosalind：AI創薬と製薬企業戦略を革新す
る専門特化型AI

概要

OpenAIが発表したGPT-Rosalindは、生命科学と創薬に特化した推論AIモデルであり、
製薬企業の研究ワークフローを根本から変革する可能性を秘めています。このAIは、
ゲノム解析、タンパク質設計、臨床試験計画といった専門作業を数日で実行できる能

力を持ち、AlphaFold 3と補完的な関係で機能します。特に、特許切れ問題を抱える製
薬企業にとって、新薬開発の迅速化とコスト削減、アンメットメディカルニーズへの
対応を可能にする重要な技術として注目されています。

公開日 2026年04月25日  株式会社Uravation  日本



詳細

GPT-Rosalindの登場と創薬への影響

OpenAIが2026年4月に発表したGPT-Rosalindは、生命科学と創薬分野に特化した推論AI

モデルとして、製薬業界に大きな期待と変革の可能性をもたらしています。このAIは、
「AIが薬を発見する」という、かつてはSFの世界の話であった概念を現実のものに近づ
けるものです。従来の汎用的な大規模言語モデルとは異なり、GPT-Rosalindは、ゲノム
解析、タンパク質設計、臨床試験計画といった複雑で時間のかかる専門作業を、専門家
が数ヶ月を要するところを数日で実行できる能力を持つとされています。

技術的特徴とAlphaFold 3との関係

GPT-Rosalindの最大の特徴は、LABBench2ベンチマークで高い性能を示し、50以上の科
学ツールと統合されている点にあります。これにより、診断マーカーの特定やバイオマ
ーカー研究など、生命科学の多岐にわたるワークフローに最適化された機能を提供しま
す。また、タンパク質構造予測で名を馳せたAlphaFold 3との関係も注目されていま
す。記事では、これら二つのAIが競合するのではなく、むしろ補完関係にあると指摘し
ています。AlphaFold 3がタンパク質の3次元構造を予測する能力に優れるのに対し、
GPT-Rosalindはより広範な生命科学データと推論能力を駆使して、創薬プロセスの各段
階における意思決定を支援し、新たな分子や経路の発見に貢献すると考えられます。

製薬企業戦略と今後の展望

GPT-Rosalindのような専門特化型AIの出現は、特に特許切れ問題を抱え、常に新薬開発
を求められる製薬企業にとって、その戦略を根本から見直すきっかけとなります。AIに
よる新薬候補の特定と最適化は、開発期間とコストを大幅に削減し、アンメットメディ
カルニーズへの迅速な対応を可能にします。これにより、研究開発の効率化だけでな
く、市場投入までのスピードアップが実現され、競争優位性の確保にも繋がります。今
後は、GPT-RosalindのようなAIツールが製薬研究の不可欠な一部となり、より効率的で
画期的な治療法の開発が加速されることで、医療の未来が大きく変わることが期待され
ます。この技術は、創薬エコシステム全体のデジタルトランスフォーメーションを牽引
する重要なドライバーとなるでしょう。

元記事: https://uravation.com/media/gpt-rosalind-life-science-ai-complete-guide-2026/

https://uravation.com/media/gpt-rosalind-life-science-ai-complete-guide-2026/
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UCLA主導の国際共同研究、創薬のための分子プローブ技
術を改良

概要

UCLAが主導する国際共同研究チームが、薬物を含む低分子がタンパク質に結合するメ
カニズムの理解を深める新技術「SEE-CITE」を開発しました。この技術は、既存の光
架橋法を改良し、異なる分子がタンパク質結合部位をどのように競合するかを直接比

較できる、クリーンで一貫した化学シグネチャを提供します。薬物と標的の正確な結
合位置を特定する能力は、創薬において重要な進歩です。この研究には日本の第一三
共も参加しており、最先端の創薬研究における国際協力の重要性を示しています。

公開日 2026年04月28日  UCLA Newsroom  アメリカ



詳細

背景：薬物と標的の結合メカニズム解明の重要性

新薬の開発において、薬物候補となる低分子化合物がどのように標的タンパク質に結合
し、その機能を変化させるかを正確に理解することは極めて重要です。この結合メカニ
ズムの解明は、薬物の有効性、選択性、そして副作用プロファイルの予測に直結しま
す。しかし、従来の技術では、複数の低分子が同じ結合部位を競合する複雑な状況や、
結合が一時的である場合の解析が困難であるという課題がありました。UCLAが主導す
る国際研究チームは、この課題を克服するための革新的なアプローチを開発しました。

新技術「SEE-CITE」の詳細

この国際共同研究チームは、「SEE-CITE」と呼ばれる新技術を開発し、薬物とタンパク
質の結合メカニズムの理解を大幅に向上させました。SEE-CITEは、既存の光架橋法を改
良したものです。光架橋法は、光を照射することで薬物とタンパク質を共有結合させる
技術ですが、SEE-CITEは、よりクリーンで一貫性のある化学シグネチャを提供すること
を可能にします。これにより、異なる分子がタンパク質の特定の結合部位に対してどの
ように競合するかを、これまで以上に高精度で比較分析できるようになりました。薬物
と標的の正確な結合位置を特定できることは、ドラッグデザインの精度を飛躍的に高め
る点で重要な進歩となります。

がん治療薬の解析と国際協力の意義

研究チームは、概念実証として、がん治療薬であるダサチニブとアシニミブを分析しま
した。その結果、これらの薬剤と標的タンパク質との間の既知の相互作用に加え、これ
まで未解明であった新たな結合部位や相互作用も明らかにすることができました。この
発見は、既存薬の新たな作用機序の解明や、より効果的な派生薬の開発に繋がる可能性
があります。また、この研究には、日本を拠点とする大手製薬企業である第一三共も参
加しており、グローバルな専門知識とリソースを結集することで、創薬研究の最前線を
押し広げていることを示しています。このような国際的な共同研究は、複雑な生命科学
の課題を解決し、世界中の患者に新たな治療法を届ける上で不可欠なアプローチです。

元記事: https://newsroom.ucla.edu/releases/ucla-research-improves-molecular-probe-for-drug-

https://newsroom.ucla.edu/releases/ucla-research-improves-molecular-probe-for-drug-discovery
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グローバル製薬企業が注目する抗がん剤パイプラインのト
ップ5：ADC技術が主導

概要

韓国の記事は、世界の製薬企業が注目する抗がん剤パイプラインのトップ5を分析し、
特に抗体薬物複合体（ADC）が最も有望な分野として強調されています。第一三共と
アストラゼネカのエンハーツの成功がADCブームを牽引しており、各社が巨額を投じ

てパイプライン確保に動いています。プラットフォーム技術の拡張性、大手製薬企業
との提携、精密医療におけるバイオマーカー戦略が、投資家や業界関係者にとって重
要な要素とされています。

公開日 2026年04月25日  사라킴 (Sarakim)  韓国



詳細

ADC技術が牽引する抗がん剤開発の最前線

世界の製薬業界では、新たな抗がん剤の開発競争が激化しており、特に注目を集めてい
るのが抗体薬物複合体（ADC）です。韓国メディア「サラキム」の記事は、グローバル
製薬企業が現在最も注目している抗がん剤パイプラインのトップ5を分析し、ADCがそ
の中心を占めていることを強調しています。このADCブームは、第一三共とアストラゼ
ネカが共同開発したHER2陽性およびHER2低発現乳がん治療薬「エンハーツ®（トラス
ツズマブ デルクステカン, T-DXd）」の画期的な成功によって加速されました。エンハ
ーツの臨床的成功は、ADC技術の潜在能力を強く示し、多くの企業がこのモダリティへ
の投資を強化するきっかけとなりました。

ADCのメカニズムと投資動向

抗体薬物複合体（ADC）は、特定の抗体ががん細胞表面の抗原に特異的に結合し、細胞
内に取り込まれた後に細胞傷害性の薬物（ペイロード）を放出する革新的な薬剤です。
これにより、がん細胞を正確に標的としつつ、健康な細胞へのダメージを最小限に抑え
ることが可能になります。その高い選択性と強力な抗腫瘍活性から、「魔法の弾丸」と
も称されています。記事によると、世界の製薬企業はADCパイプラインの確保に莫大な
資金を投入しており、次世代ADCの開発に向けた研究開発競争が激化しています。これ
は、ADCが多様ながん種に対して有効な治療選択肢となり得るという強い期待の表れで
す。

業界関係者への示唆と将来展望

投資家や業界関係者にとって、ADC分野における成功の鍵はいくつかあります。まず、
ADCプラットフォーム技術の「拡張性」が重要であり、これにより様々な抗原とペイロ
ードの組み合わせに対応できるかが評価されます。次に、開発されたADCを市場に投入
するための「大手製薬企業とのパートナーシップ」が、臨床開発、規制承認、および商
業化を加速させる上で不可欠です。そして、精密医療の時代において、特定の患者集団
に効果的な治療を提供するための「正確なバイオマーカー戦略」が、治療効果を最大化
し、臨床的有用性を高める上で極めて重要です。ADC技術の継続的な進化は、多くのが
ん患者にとって新たな治療の選択肢を提供し、がん治療の風景を大きく変える可能性を
秘めています。
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ArvinasとPfizerのPROTAC薬VEPPANU、ESR1変異
ER+/HER2-進行乳がん治療でFDA承認を獲得

概要

ArvinasとPfizerは、ESR1変異陽性のER+/HER2-進行・転移性乳がんを対象とした
PROTAC（標的タンパク質分解誘導剤）薬VEPPANU（ベプデゲストラント）が米国FDA

の承認を得たと発表しました。VEPPANUは、FDA承認を受けた初のPROTAC分解誘導剤

であり、標的タンパク質分解の分野における画期的な進展を示します。この承認は、
PDUFA期日よりも早く取得され、内分泌療法後に病勢が進行した乳がん患者にとって
重要な新たな治療選択肢となります。

公開日 2026年05月01日  Arvinas, Inc.  アメリカ



詳細

PROTAC薬が初のFDA承認：新たな治療モダリティの幕開け

Arvinas社とPfizer社は、共同開発したVEPPANU（ベプデゲストラント）が、ESR1変異陽
性のエストロゲン受容体陽性（ER+）、ヒト上皮成長因子受容体2陰性（HER2-）の進行
性または転移性乳がんの治療薬として、米国食品医薬品局（FDA）から承認を取得した
ことを発表しました。この承認は、標的タンパク質分解誘導剤（PROTAC：PROteolysis

TArgeting Chimera）として世界で初めてFDAの承認を得た画期的な出来事であり、創薬
の歴史において新たな治療モダリティの時代の幕開けを告げるものです。

VEPPANUの作用機序と臨床的意義

VEPPANUは、疾患関連タンパク質を分解するように設計されたPROTAC分子です。具体
的には、この薬剤は細胞の自然なタンパク質分解メカニズムであるユビキチン-プロテ
アソームシステムを「乗っ取り」、がん細胞の増殖に関与する特定のタンパク質を標的
として分解を誘導します。今回の承認された適応症であるESR1変異ER+/HER2-進行乳が
んは、内分泌療法後に抵抗性を獲得し、治療選択肢が限られている患者群です。
VEPPANUは、これらの患者に対し、従来の治療法では困難だった作用機序で、疾患の
進行を抑制する新たな道を開きます。FDAのPDUFA（処方薬ユーザーフィー法）期日で
ある2026年6月5日よりも早く承認されたことは、この薬剤の臨床的意義と未治療ニーズ
の高さを示しています。

標的タンパク質分解技術の将来展望

VEPPANUの承認は、標的タンパク質分解（TPD）という新しい創薬パラダイムの正当性
と臨床的有用性を明確に確立しました。PROTAC技術は、これまで「治療困難」とされ
てきたタンパク質（undruggable targets）にもアプローチできる可能性を秘めており、
がんだけでなく、神経変性疾患や自己免疫疾患など、幅広い疾患領域での応用が期待さ
れています。この最初の承認は、TPD分野の研究開発にさらなる拍車をかけ、次世代の
革新的な薬剤が市場に登場する道を拓くでしょう。VEPPANUは、患者の治療成績を大
きく改善するだけでなく、創薬科学そのものの進歩を象徴する薬剤となるでしょう。

元記事: https://ir.arvinas.com/news-releases/news-release-details/arvinas-announces-fda-approval-
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veppanu-vepdegestrant-treatment

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ir.arvinas.com/news-releases/news-release-details/arvinas-announces-fda-approval-veppanu-vepdegestrant-treatment


2026年版PROTAC創薬技術動向：E3リガーゼ、AI設計、
および臨床開発の進展

概要

このレポートは、2026年におけるPROTAC創薬技術の動向を詳細に分析しており、E3

リガーゼのレパートリー拡大、AIを活用した設計、および臨床開発の進展に焦点を当
てています。自動化されたAIによるPROTAC分子生成への移行が加速しており、生体高

分子およびmRNAエンコードPROTAC（RiboPROTAC）の開発が新たなフロンティアと
して注目されています。中国からの特許活動も活発であり、この革新的なモダリティ
におけるアジア諸国の貢献が示されています。

公開日 2026年04月29日  PatSnap Eureka  グローバル



詳細

PROTAC技術の進化とAIによる設計加速

2026年におけるPROTAC（PROteolysis TArgeting Chimera）創薬技術は、目覚ましい進
化を遂げており、その動向を詳細に分析したレポートがPatSnap Eurekaより発表されま
した。PROTACは、疾患関連タンパク質を細胞の自然な分解経路であるユビキチン-プロ
テアソーム系を通じて分解する新しいクラスの薬剤です。本レポートでは、E3リガーゼ
のレパートリーが拡大していること、そしてAIを活用した分子設計が加速している点が
強調されています。特に、高度な計算モデリング技術を統合した、自動化・AI加速型の
PROTAC分子生成へのシフトが、開発効率を劇的に向上させています。

新たなフロンティア：バイオPROTACとアジアの貢献

PROTAC研究の主要なフロンティアとして、生体高分子を基盤としたPROTACや、mRNA

によってコード化されるRiboPROTACsの開発が挙げられています。これらは、細胞内へ
の送達メカニズムを革新し、これまで標的が困難であったタンパク質へのアプローチを
可能にするものです。また、中国からの特許活動が活発であることも特筆すべき点で
す。2025年には、中国国家ナノ科学センターが、複数の受容体を標的とする動的に適応
可能なペプチドベースのPROTAC凝縮体に関する特許を出願しており、この分野におけ
るアジア機関の貢献と、研究開発のグローバルな性質が浮き彫りになっています。これ
は、PROTAC技術が世界中で注目され、多角的なアプローチで進化していることを示し
ています。

臨床開発の進展と将来展望

PROTAC技術は、前臨床段階から着実に臨床段階へと移行しており、様々な疾患領域で
の応用が期待されています。レポートは、PROTACsが従来の低分子薬では難しかった
「未治療標的（undruggable targets）」に対する新たな治療アプローチを提供する可能
性を強調しています。AIによる設計の最適化、E3リガーゼの多様性の活用、そして新し
いデリバリーシステム（例えばRiboPROTACs）の開発は、PROTACの臨床的成功率を高
め、より多くの患者に革新的な治療法を届ける鍵となります。今後、PROTACはがん治
療だけでなく、神経変性疾患や自己免疫疾患など、幅広い領域でその有効性を示し、次
世代の医薬品開発を牽引する主要なモダリティの一つとなるでしょう。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/protac-drug-discovery-technology-

https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/protac-drug-discovery-technology-landscape-2026-patsnap-eureka/
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ウイルス様粒子を発現する二価mRNAブースターワクチ
ン、事前免疫マウスで強力なRBD抗体を誘導

概要

この学術論文は、ウイルス様粒子を発現する二価mRNAブースターワクチンの開発に
ついて述べており、事前免疫マウスにおいて強力な受容体結合ドメイン（RBD）抗体
を誘導することを示しています。COVID-19パンデミックで成功を収めたmRNAワクチ

ンの、抗体反応の持続期間の短さや変異株への対応といった限界を克服することを目
指しています。開発されたESCRT-およびALIX結合領域（EABR）mRNAワクチンプラッ
トフォームは、細胞表面に免疫原を提示するエンベロープウイルス様粒子（eVLPs）を

生成し、中和抗体反応を強化するアプローチです。

公開日 2026年04月30日  eLife  インターナショナル



詳細

mRNAワクチンの課題と次世代アプローチの必要性

COVID-19パンデミックにおいて、mRNAワクチンは迅速な開発と高い有効性でその価値
を証明しました。しかし、既存のmRNAワクチンには、抗体反応の持続期間が比較的短
いことや、新たなウイルス変異株への対応が必要であるといった課題も存在します。こ
れらの課題を克服し、より効果的で持続的な免疫応答を誘導できる次世代mRNAワクチ
ンの開発が求められています。本学術論文は、この目標に向けた革新的なアプローチを
提示しています。

二価mRNAブースターワクチンの開発とメカニズム

研究チームは、ウイルス様粒子（VLPs）を発現する二価mRNAブースターワクチンを開
発しました。このワクチンは、ESCRT-およびALIX結合領域（EABR）mRNAワクチンプ
ラットフォームに基づいており、細胞表面に免疫原（受容体結合ドメイン, RBD）を提
示するエンベロープウイルス様粒子（eVLPs）を生成します。VLPsは、ウイルス粒子に
似た構造を持つものの、複製能力を持たないため安全であり、免疫系に対して多価の抗
原提示を可能にします。これにより、より強力で広範な中和抗体反応を誘導することが
期待されます。事前免疫されたマウスを用いた実験では、このブースターワクチンが実
際に強力なRBD抗体を効率的に誘導できることが示されました。

mRNA治療薬の進歩と将来的な影響

この研究成果は、mRNA治療薬の継続的な進歩に大きく貢献するものです。特に、ワク
チンの有効性と耐久性を向上させるための新たな戦略を提供し、将来的なパンデミック
への備えや、多様な感染症に対する効果的なワクチン開発の道を拓きます。VLPsを組み
合わせたmRNAワクチンは、単一の抗原提示よりも複雑な免疫応答を引き出す可能性が
あり、例えば複数の変異株に共通するエピトープを同時に提示することで、より広域な
防御能を持つワクチンの開発に繋がるかもしれません。このようなアプローチは、疾患
予防だけでなく、がん免疫療法などの他の治療領域においても応用される可能性を秘め
ており、今後のmRNA技術の発展に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://elifesciences.org/articles/108959

https://elifesciences.org/articles/108959
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GLP-1受容体作動薬市場 グローバル調査レポート 2026-
2030

概要

本レポートは、The Business Research Companyが発行したGLP-1受容体作動薬市場に
関する調査レポートの概要です。調査対象期間は2026年から2030年で、市場の成長要
因、主要トレンド、および主要企業を分析しています。グローバル市場は2030年まで

に183.2億ドルに達し、年間平均成長率（CAGR）は5.4%で成長すると予測されていま
す。

公開日 2026年05月01日  The Business Research Company  イギリス



詳細

本記事はThe Business Research Companyが発行した市場調査レポートの概要紹介で
す。

レポート概要

調査対象市場: GLP-1受容体作動薬市場

調査対象地域: グローバル

調査対象期間: 2026年から2030年

レポートの主な目的: 市場の成長要因、主要トレンド、および市場を牽引する主要企
業の分析。

主要な調査結果

GLP-1受容体作動薬市場は、世界的な肥満有病率の増加、心血管リスク低減を目的と
した規制承認、および経口製剤・併用療法の革新を背景に、今後数年間で大幅な拡大
が見込まれています。

市場規模は2030年までに183.2億ドルに達すると予測されており、2026年から2030年
までの年間平均成長率（CAGR）は5.4%と試算されています。

主要なトレンドとして、GLP-1療法の糖尿病ケアを超えた適用拡大、長時間作用型お
よび週1回投与製剤への需要増加、経口GLP-1受容体作動薬の成長が挙げられます。

主要企業には、Novo Nordisk A/S、Sanofi SA、Eli Lilly and Company、AstraZeneca

Inc.などが挙げられます。

発行会社について

The Business Research Companyは、詳細な市場調査レポート、アナリストによる洞
察、およびコンサルティングサービスを提供するグローバルな市場調査会社です。多様
な業界の市場動向、競合分析、成長戦略に関する専門知識を有しており、企業が戦略的
な意思決定を行うための質の高いデータと分析を提供しています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4498222/key-companies-leading-innovation-and-growth-in-the-

https://www.openpr.com/news/4498222/key-companies-leading-innovation-and-growth-in-the-glp-1
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GLP-1市場の拡大が専門医薬パイプライン、特に腫瘍学へ
の適応を推進

概要

2026年もGLP-1製剤は肥満症と2型糖尿病のスペシャリティパイプラインを牽引し続け
ると予想されています。2025年には売上高が約1320億ドルに達し、多くの新規パイプ
ライン資産がその成長を加速させると見られています。特に、2026年4月1日にFDAが

承認した経口GLP-1アゴニストのorforglipron（Foundayo, Lilly）や、トリプルGアゴニ
ストであるretatrutide（Lilly）などが注目されています。GLP-1療法の適応が腫瘍学に
も拡大する可能性が示唆されています。

公開日 2026年04月27日  Specialty Pharmacy Continuum  アメリカ



詳細

GLP-1市場の急速な成長と拡大

GLP-1（グルカゴン様ペプチド-1）受容体作動薬は、近年、2型糖尿病治療薬としてだけ
でなく、肥満症治療薬としてもその市場を急速に拡大しています。2025年にはGLP-1製
品の売上高が約1320億ドルに達し、前年比で大幅な増加を記録する見込みであり、
2026年においてもこのトレンドは継続すると予測されています。この成長は、新規パイ
プライン資産の導入と、疾患管理におけるGLP-1療法の臨床的有用性が確立されたこと
に起因しています。

主要な新規GLP-1製剤と市場の牽引役

GLP-1市場の成長を牽引する主な要因の一つは、革新的な経口製剤の登場です。2026年
4月1日にFDAによって承認されたイーライリリー社のorforglipron (商品名 Foundayo)

は、食事のタイミングに左右されずに服用できる初の経口GLP-1アゴニストとして大き
な注目を集めています。また、同じくイーライリリー社が開発中のretatrutideは、GIP、
GLP-1、およびグルカゴン受容体を同時に活性化する「トリプルG」アゴニストであ
り、今年中の承認が期待される重要なパイプライン候補です。これらの新薬は、患者の
利便性を高め、治療効果を向上させることで、GLP-1市場のさらなる拡大に貢献すると
見られています。

腫瘍学への適応拡大と将来展望

GLP-1療法は、その代謝改善効果から、当初の糖尿病・肥満症治療の枠を超え、非アル
コール性脂肪性肝炎（NASH）や心血管疾患のリスク低減など、様々な疾患への適応が
模索されています。本記事の要約では詳細に触れられていませんが、GLP-1療法の「腫
瘍学への適応拡大」が示唆されている点は、今後の研究開発の新たなフロンティアとし
て非常に注目されます。GLP-1受容体が一部のがん細胞に発現していることが報告され
ており、そのシグナル経路を介したがん増殖抑制効果や、抗がん剤との併用効果などが
研究されています。GLP-1アナログの抗炎症作用や抗増殖作用が、特定のがん種の治療
に新たな可能性をもたらすかもしれません。この領域でのさらなる研究は、GLP-1製剤
の将来的な市場価値と医療への貢献を一層高めることにつながるでしょう。

元記事: https://www.specialtypharmacycontinuum.com/Policy/Article/04-26/GLP1-market-drives-

https://www.specialtypharmacycontinuum.com/Policy/Article/04-26/GLP1-market-drives-specialty-pipeline-oncology-expansion-2026/80366
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大鵬薬品、買収したアラリス由来のCD79b標的ADC
「ARC-02」の非ホジキンリンパ腫P1試験を開始

概要

大鵬薬品工業は、非ホジキンリンパ腫を対象とする抗体薬物複合体（ADC）候補
「ARC-02」の第1相臨床試験を開始しました。ARC-02は、2025年3月に買収したスイ
スのアラリス・バイオテック独自のリンカー技術を用いて創製され、CD79bを標的と

し、ペイロードとしてモノメチルアウリスタチンEを使用しています。この開発は、大
鵬薬品が戦略的買収と先進的なADC技術を通じて腫瘍学パイプラインを拡大する姿勢
を示しています。

公開日 2026年04月28日  AnswersNews  日本



詳細

大鵬薬品のADCパイプライン強化戦略

大鵬薬品工業は、腫瘍学分野におけるパイプラインを強化するため、抗体薬物複合体
（ADC）の開発に注力しており、その具体的な進展として、非ホジキンリンパ腫を対象
とするADC候補「ARC-02」の第1相臨床試験を開始したことを発表しました。この動き
は、同社が成長戦略の一環として戦略的買収や先端技術への投資を積極的に行っている
ことを明確に示しています。特に、ADCは近年のがん治療薬開発において最も注目され
るモダリティの一つであり、その導入は今後の大鵬薬品の競争力を高める上で重要な意
味を持ちます。

ARC-02の詳細と独自技術

「ARC-02」は、B細胞性リンパ腫の表面に発現するCD79b抗原を標的とするADCです。
この薬剤は、細胞傷害性の高いペイロードであるモノメチルアウリスタチンE
（MMAE）を、スイスのアラリス・バイオテックが独自に開発したリンカー技術を用い
て抗体に結合させています。大鵬薬品は2025年3月にアラリス・バイオテックを買収し
ており、この買収によって獲得した革新的なリンカー技術が、ARC-02の開発基盤とな
っています。独自のリンカー技術は、ペイロードの安定的な結合と、がん細胞内での効
率的な放出を可能にし、高い治療効果と低毒性の両立を目指す上で極めて重要です。

日本の製薬業界におけるADC開発の意義と展望

このARC-02の臨床試験開始は、日本におけるADC開発の活発化を示す好例です。ADC
は、従来の化学療法と比較して選択性が高く、副作用を軽減しながらがん細胞に強力に
作用できるため、アンメットメディカルニーズが高い血液がんや固形がんの治療におい
て大きな期待が寄せられています。大鵬薬品のこの取り組みは、日本の製薬企業がグロ
ーバルな創薬競争において、先進的な技術を取り入れ、革新的な医薬品を患者に届ける
ための努力を続けていることを示しています。今後、ARC-02が臨床試験を順調に進展
させ、承認に至れば、非ホジキンリンパ腫患者にとって重要な新たな治療選択肢となる
だけでなく、日本の製薬イノベーションの成功事例となるでしょう。また、この記事は
ニプロがフォシーガのAGを発売予定であることや、ギリアドが抗HIV配合剤を申請した
ことなど、日本の製薬業界の多岐にわたる動きの一部としても報じられています。



元記事: https://answers.and-pro.jp/pharmanews/32325/
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韓国Celltrion、自社開発抗がんADC3種の臨床試験を開始
し、多重抗体薬も追随

概要

韓国のバイオ製薬大手Celltrionは、自社開発の抗がん抗体薬物複合体（ADC）候補3種
（CT-P70、CT-P71、CT-P73）の臨床試験を開始し、全種で患者投与が進行中であるこ
とを発表しました。これらADCのうち2種は米国FDAから迅速承認審査の指定を受けて

おり、開発が加速されています。さらに、多重抗体新薬候補CT-P72の患者投与も5月
中に開始予定であり、同社がバイオシミラーから革新的な新薬開発へと事業ポートフ
ォリオを転換していることを示します。

公開日 2026年04月25日  BigGo Finance  日本



詳細

Celltrionの事業戦略転換と新薬開発への注力

韓国を代表するバイオ製薬企業であるCelltrionは、これまでバイオシミラーのリーディ
ングカンパニーとしての地位を確立してきましたが、近年はその事業戦略を革新的な新
薬開発へと大きく転換しています。この戦略の一環として、同社は複数の抗がん剤パイ
プラインの臨床開発を加速させており、その最新の進捗が注目されています。特に、次
世代の抗がん治療モダリティとして期待される抗体薬物複合体（ADC）と、複数の標的
に同時に作用する多重抗体薬の開発に力を入れています。

抗がんADC候補3種の臨床試験開始とFDA迅速承認

Celltrionは、自社で開発した抗がんADC候補であるCT-P70、CT-P71、CT-P73の3種すべ
てについて臨床試験を開始し、すでに患者への投与が進行中であることを発表しまし
た。ADCは、特定のがん細胞を標的とする抗体と、強力な細胞傷害性薬剤をリンカーで
結合させた薬剤であり、健康な細胞へのダメージを最小限に抑えつつ、がん細胞に選択
的に作用する特性を持ちます。これらのADC候補のうち2種は、米国食品医薬品局
（FDA）から迅速承認審査（ファストトラック）の指定を受けています。これは、これ
らの薬剤が深刻な疾患に対する治療の未治療ニーズを満たす可能性が高いとFDAが判断
したことを意味し、開発期間と市場導入の加速が期待されます。

多重抗体新薬の開発と将来展望

ADCパイプラインに加え、Celltrionは多重抗体新薬候補であるCT-P72についても、2026
年5月中に患者投与を開始する予定であることを明らかにしました。多重抗体は、異な
る抗原やエピトープに同時に結合することで、より強力な治療効果を発揮したり、既存
治療薬に抵抗性を示すがん細胞へのアプローチを可能にしたりする薬剤です。これらの
革新的なパイプライン資産が臨床開発を順調に進展させ、最終的に承認されれば、多く
のがん患者に新たな治療の希望をもたらすことになります。Celltrionのこのような積極
的な新薬開発への投資と成功は、同社のグローバル製薬市場における存在感をさらに高
め、バイオ医薬品分野のイノベーションを牽引する企業としての地位を確立する上で極
めて重要となるでしょう。

元記事: https://troy-
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アスタミューゼ、核酸ドラッグデリバリーシステム
（DDS）の研究開発動向を分析

概要

アスタミューゼ株式会社は、遺伝子を標的とした治療を実現する核酸ドラッグデリバ
リーシステム（DDS）の研究開発動向に関するレポートを発表しました。特許、論
文、グラントのデータに基づき、mRNAやsiRNAを効率的に標的細胞へ送達する脂質ナ

ノ粒子（LNP）の重要性や、特定の組織へ選択的に送達するアクティブターゲティン
グ手法について分析しています。このレポートは、核酸医薬の社会実装に向けた短
期・中期的な方向性を示唆しています。

公開日 2026年04月28日  アスタミューゼ株式会社  日本



詳細

核酸DDSの重要性と研究開発の背景

遺伝子を標的とした治療は、現代医療における最も有望なフロンティアの一つであり、
その実現には核酸ドラッグデリバリーシステム（DDS）の進化が不可欠です。核酸医
薬、特にmRNAやsiRNAのような機能性核酸は、そのままだと生体内で不安定であり、
標的細胞まで効率的に届けることが困難です。この課題を解決するために、様々なDDS

技術が開発されてきました。アスタミューゼ株式会社が発表したレポートは、特許、論
文、グラントといった客観的データに基づき、この核酸DDSの研究開発動向を包括的に
分析しています。

脂質ナノ粒子（LNP）とアクティブターゲティング

レポートでは、核酸DDSの中核技術として脂質ナノ粒子（LNP）の役割が特に強調され
ています。LNPは、核酸を生体内の分解酵素から保護し、細胞膜を通過して細胞質内に
効率的に送達するための超微細なカプセルとして機能します。これはmRNAワクチンで
その効果が実証された技術です。さらに、レポートは、特定の細胞や組織に核酸をより
選択的に送達するための次世代技術である「アクティブターゲティング」にも言及して
います。これには、抗体や糖鎖リガンドなどの特定の分子をLNPの表面に結合させ、が
ん細胞など目的の標的細胞に特異的に認識・取り込ませるアプローチが含まれます。こ
れにより、オフターゲット効果を最小限に抑え、治療効果を最大化することが目指され
ています。

R&D動向と社会実装への展望

アスタミューゼの分析は、核酸DDSに関連する特許出願の国別動向も詳細に評価してお
り、どの地域がこの技術革新を牽引しているかを示唆しています。特許、論文、グラン
トのデータを統合することで、現在進行中の研究開発の方向性だけでなく、社会実装が
近い、あるいはすでに実装済みの技術の短期および中期的な展望が明らかにされます。
このレポートは、核酸医薬が遺伝子レベルでの根本的な治療を実現するためのDDSの不
可欠な役割を浮き彫りにしています。核酸DDS技術のさらなる進化は、難病の治療や個
別化医療の進展に大きく貢献し、医療の未来を形作る上で重要なキーテクノロジーとな
ることが期待されます。
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ドラッグディスカバリー・ケミストリー会議：分解誘導剤
と分子糊の最新動向

概要

Drug Discovery Chemistry会議プログラムでは、PROTACsや分子糊といった分解誘導剤
モダリティの最新の進歩が紹介され、「標的とすることが困難だった」タンパク質へ
のアプローチに焦点が当てられました。これらの薬剤は、ユビキチン-プロテアソー

ム、リソソーム、オートファジーシステムを利用して標的タンパク質の分解を誘導し
ます。新規化学的手法や革新的なアッセイ、スクリーニングツールに関する議論が行
われ、特に、がんモデルで強力な抗増殖活性を示すサイクリンD1分解誘導剤の開発に

繋がったブリッジ型PROTACプラットフォームが注目されました。

公開日 2026年04月14日  Drug Discovery Chemistry Conference Program  アメリカ



詳細

分解誘導剤モダリティの進化：undruggable targetsへの挑戦

2026年4月14日から15日に開催されたドラッグディスカバリー・ケミストリー会議で
は、PROTAC（PROteolysis TArgeting Chimera）や分子糊（molecular glues）といった分
解誘導剤モダリティにおける最新の進歩が主要なテーマとして取り上げられました。こ
れらの薬剤は、これまで「標的とすることが困難だった（undruggable）」タンパク質
に対して、新たな治療アプローチを提供する可能性を秘めています。従来の低分子薬が
標的タンパク質の機能を阻害するのに対し、分解誘導剤はタンパク質そのものを細胞内
から除去するという根本的に異なるメカニズムで作用します。

PROTACsと分子糊の作用機序と研究の進展

分解誘導剤は、細胞が持つ天然のタンパク質分解経路を利用します。具体的には、ユビ
キチン-プロテアソーム系、リソソーム系、およびオートファジー系といったシステム
を活性化させ、疾患関連タンパク質の分解を誘導します。会議では、これらの薬剤を設
計するための新規な化学的手法、標的タンパク質との結合や分解効率を評価するための
革新的なアッセイ、そして複雑な細胞内相互作用をより深く理解するためのスクリーニ
ングツールに関する議論が活発に行われました。特に注目された発表の一つは、「ブリ
ッジ型PROTACプラットフォーム」の開発です。これは、標的タンパク質のドラッグ可
能な結合パートナーとなる低分子バインダーを活用することで、これまで難しかったタ
ンパク質の分解を可能にするアプローチであり、実際にがんモデルにおいて強力な抗増
殖活性を示すファースト・イン・クラスのサイクリンD1分解誘導剤の開発に繋がりまし
た。



今後の創薬化学と臨床応用への展望

分解誘導剤の研究は、創薬化学に新たなフロンティアを開拓しています。これらの技術
は、従来の治療法ではアプローチできなかった病態関連タンパク質を標的とすること
で、がん、神経変性疾患、炎症性疾患など、幅広い疾患領域において画期的な治療薬を
もたらす可能性を秘めています。サイクリンD1のような重要な細胞周期制御因子を分解
できることは、がん治療における新たな戦略を意味します。今後も、より効率的で選択
性の高い分解誘導剤の設計、生体内動態の最適化、そして副作用プロファイルの改善に
向けた研究が加速されるでしょう。この会議で示された進展は、分解誘導剤が次世代の
創薬の中心的な役割を担い、未治療ニーズの高い患者に新たな治療選択肢を提供するこ
とへの強い期待を裏付けるものです。

元記事: https://www.drugdiscoverychemistry.com/protein-degradation-molecular-glues
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米FDA、GLP-1受容体作動薬の調製薬規制を強化し、市場
からの恒久的な排除を提案

概要

米国FDAは、セマグルチドやチルゼパチドを含む主要なGLP-1受容体作動薬を、503Bア
ウトソーシング施設の一括調製医薬品物質リストから恒久的に除外する規則案を発表
しました。これにより、将来的な市場での不足時であっても、これらの施設がGLP-1調

製薬を製造することが禁止されます。この措置は、ブランド薬の供給不足に伴う調製
薬市場の拡大と、それに対するFDAの規制強化の歴史的経緯を踏まえたものです。FDA

は、これらの薬剤の実質的な複製品の調製を禁止する姿勢を明確にしています。

公開日 2026年05月01日  Pharmacy Times  アメリカ



詳細

GLP-1需要急増と調製薬市場の拡大背景

近年、GLP-1受容体作動薬であるセマグルチド（Ozempic, Wegovy）やチルゼパチド
（Mounjaro, Zepbound）は、2型糖尿病および肥満症治療薬として世界中で需要が急増
しました。この爆発的な需要増加に伴い、ブランド品の供給不足が常態化し、結果とし
て低価格の調製薬（compounded drugs）市場が拡大しました。調製薬は、個々の患者
のニーズに合わせて薬剤師が調整するもので、通常は市販薬が入手できない場合に利用
されます。しかし、供給不足を理由に、503Bアウトソーシング施設などの大規模な調製
薬業者がGLP-1受容体作動薬の調製を開始し、ブランド薬の「実質的な複製」を供給す
る事態が生じました。

FDAによる恒久的規制強化の提案

このような状況を受け、米国食品医薬品局（FDA）は、セマグルチドとチルゼパチド
を、503Bアウトソーシング施設が利用できる一括調製医薬品物質リストから恒久的に除
外する規則案を発表しました。この規則が最終化されれば、将来的にGLP-1受容体作動
薬の供給不足が生じたとしても、これらの施設がこれらの薬剤を一括調製物質から製造
することが完全に禁止されます。FDAは以前から、調製薬がブランド品の有効成分を
「実質的に複製」することに懸念を表明しており、その安全性の保証や品質管理に問題
がある可能性を指摘していました。2024年後半から2025年前半にかけてセマグルチド
とチルゼパチドの供給不足が解消されたことを受け、FDAは調製薬業者に対する執行期
限を設定し、規制強化の動きを進めてきました。



規制強化の意図と今後の影響

このFDAの規則案は、GLP-1受容体作動薬に関する調製薬の製造と流通を完全に停止さ
せることを目的としています。FDAの主要な役割は、承認された医薬品の安全性と有効
性を確保することであり、調製薬がこれらの基準を満たさないリスクを懸念していま
す。恒久的な規制が導入されれば、患者は承認されたブランド薬のみを利用することに
なり、これにより薬剤の品質と安全性が一元的に管理される体制が強化されます。一
方、一部の患者や医療従事者からは、供給不足時の治療選択肢の制限やコスト上昇への
懸念も上がる可能性があります。しかし、FDAの今回の措置は、医薬品の規制枠組みと
患者保護の原則を再確認するものであり、長期的に見れば医薬品市場の健全性と患者の
安全確保に貢献すると考えられます。

元記事: https://www.pharmacytimes.com/view/fda-moves-to-permanently-close-the-door-on-

compounded-glp-1s
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